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ケノー シ ス説と い うのは 、キリス ト 論に関 す る中心 的 見解で 、わたし た ちの教 会 でも何

回か採 り あげた こ とがあ る 。とい う よりも 、キリス ト 教信仰 と いう場 合 、ケノ ー シスは そ

の中核 で あり、し たがっ て（と言 う べきか ）、佛教と キ リスト 教 の関係 を 考える 場 合にも 、

その橋 渡 しのよ う な役割 を 担って い ると 、わ たしは 思 う。佛教 とキリ ス ト教は そ れぞれ 独

立した 宗 教だが 、宗教が 宗 教であ る かぎり 、両者を 橋 渡しす る 次元は 、やはり あ る。ケノ

ーシス の 聖書の 出 典は 、フ ィリピ 書 二章六 節 以下の 、「 キリス ト は神の 身 分であ り ながら 、

神と等 し い者で あ ること に 固執し よ うとは 思 わず、か えって 自 分を無 に して僕 の 身分に な



り、人間 と同じ 者 になら れ ました」の箇所 の 、「自 分を 無にす る 」（ケ ノー オー）に 由来 し

ている 。  

普通ケ ノ ーシス は 、受肉 し た神の 子 が、十 字 架の死 に いたる ま で神に 従 順であ り 、その

自己無 化 によっ て 、かえ っ て自分 が 神の子 で あるこ と を示し た 、とい う ように 、教義学 的

に 理 解 さ れ て き た 。 わ た し が 少 年 の こ ろ も 、 神 の 子 キ リ ス ト が 人 間 の 罪 を 救 い う る の は 、

キリス ト 自身が 人 間の水 準 にまで 降 り、そ う して人 間 の罪を 、人間に 代 わって 、担うこ と

によっ て なされ る のだ 、と 教会の 牧 師さん に 教わっ た 記憶が あ る。もっ とも 、そ の後 、教

会の趨 勢 は教義 学 的とい う よりも 聖 書学的 、つまり イ エス伝 中 心にな り 、愛 に満 ちたイ エ

スの生 に 倣うこ と がキリ ス ト教信 仰 の中心 で あると い うふう に 、教義 学 的信仰 か ら倫理 的

信 仰 に 変 貌 し て 、 わ た し の 尊 敬 す る 友 人 た ち も 含 め て 、 こ れ は 今 で も 続 い て い る と 思 う 。 



し か し わ た し は 、 当 時 か ら 、 そ の 牧 師 さ ん の 教 義 学 的 説 明 に 理 論 的 に は 同 意 し な が ら 、

その説 明 に何か 自 分の現 状 にそぐ わ ないも の 、嘘の 要 素が混 じ ってい る ことを 嗅 ぎ取っ て

いたと 思 う。問 題 はこう だ 。「自 分を 無にす る 」とい う 場合、そ の無に す るとい う 努力は 、

そう考 え る自分 の 努力で あ り、決し て本当 に 、自 分が 無にな っ てはい な いので は ないか と

考 え た の で あ る 。 エ ッ ク ハ ル ト は 、 人 間 が 信 仰 を 得 よ う と す る 場 合 、 最 も 邪 魔 な も の は 、

信仰を 求 めるそ の 自分だ と 言った こ とがあ る のを思 い 出す。イ エスが 神 の前で 自 分を無 に

したよ う に、自分 も自分 を 神の前 で 無にし よ うと「努 力する 」ことは 、そう努 力 してい る

自分の 確 認であ り 、そ れは 自分を 無 にする こ とでは な くて 、逆 に自分 の 主張に は ならな い

か。エ ッ クハル ト はそう 言 ったの だ と思う 。エック ハ ルトの 時 代には 、現代の よ うに紙 な

どは容 易 に手に 入 らなか っ たから 、文字は 蝋 板の上 に 書いた 。その蝋 板 の上に す でに何 か



が、たと えば「自 己を無 に してイ エ スに倣 う 」と いう 文字が 書 かれて い る場合 、その上 に

さらに「 自己を 無 にしよ う 」と 書い ても 、事 態は混 乱 するだ け で、それ は決し て 自分の 現

実 が 無 に な っ て は い な い 。 だ か ら ケ ノ ー シ ス の ｢自 分 を 無 に す る ｣と は 、 ｢自 分 を 無 に し よ

う ｣と す る そ の 自 分 も 含 め て 、 本 当 に 、 自 分 を 無 に す る こ と で は な い か 。 そ れ は 結 局 、 自

分 を 無 に し よ う と い う 自 分 の 努 力 を も 放 棄 す る こ と に 通 じ て い る 。 し か し そ う し て の み 、

本 当 に 、 自 分 は 無 に な っ て い る 。 パ ウ ル ･テ ィ リ ッ ヒ が 「 十 字 架 が 透 明 に な り 、 十 字 架 の

必要が な くなっ た ときに こ そ、十字 架は十 字 架であ る 」と いう 意味の こ とを言 っ ている が 、

それも 同 様の事 情 を言っ て いるの で あろう 。  

佛教に は「殺仏殺 祖」とい いう言 い 方があ る 。仏や師 祖が、倣 うべき 対 象であ り 、わ た

したち が それに 倣 おうと 修 行し 、努 力して い る限り 、その仏 や 師祖は 倣 うべき 対 象とし て 、



自分の 前 面にあ り 、自 分と は常に 距 離があ っ て、自分 そのも の は仏や 師 祖の現 実 にはな っ

ていな い 。む しろ 仏を殺 し 、師 祖を 殺し 、言 い換え れ ば、それ らを倣 お うして い た自分 を

放 棄 し て 、 そ の 意 図 す る 自 分 を 無 に す る と き に 、 仏 や 師 祖 の 現 実 は 、 自 分 の 現 実 に な る 、

という 意 である 。ここに は 、ケ ノー シスの「 自分を 無 にする 」という 言 い方と 共 通の次 元

がある と 言って よ いだろ う 。わた し が先に 、本当の ケ ノーシ ス は、キ リ スト教 と 佛教と の

橋渡し の 役割を 果 たしう る と言っ た のも、こ のよう な 事情の こ とであ る 。もと も と、教 義

学的に 完 結した キ リスト 論 には 、佛 教との 対 話の可 能 性はな い 。聖 書学 的イエ ス 伝を唯 一

の神の 啓 示だと す ること も 、第一 、史的イ エ ス像を 確 定する こ となど で きない し 、いろ い

ろな意 味 で、他 の 宗教と の 対話の 可 能性を 不 可能に し ている 。  

 



今年の 夏 は暑く て 、毎 日の 習慣に な ってい る 散歩に も 気まま に 出られ ず 、在 宅し ている

ことが 多 い。そ れ でも学 校 に勤め て いたこ ろ は、子 供 も小さ か ったし 、夏には い ろいろ 旅

行の計 画 や勉強 の 予定な ど もあっ て 、暑 熱の 夏休み を エンジ ョ イして い たもの だ が、定年

後十年 に もなる と 、学生 が 遊びに き たり、頼 まれる 原 稿や講 演 なども 少 なくな っ て、孤 独

が 身 に 染 み る よ う に な る 。 わ た し は 右 に 書 い て き た よ う に 、「 自 分 を 無 に す る 」 と い う 言

い方 、言 い換え れ ば信仰 の 根幹に つ いて 、何 も知ら な いこと は ないと 思 う。しか し「 自分

を無に す る」とは 、本 当は 、ど うい うこと か と、盛夏 の暑熱 の 中に身 を おきな が ら考え る

こ と が あ る 。 そ し て ケ ノ ー シ ス や 殺 仏 殺 祖 を 語 り な が ら 、「 自 分 を 無 に し よ う と 努 力 す る

その自 分 は無に し てはい な いので は ないか 」という こ とに気 が つき 、自 分のこ れ までの 生

の真贋 が 試され て いるよ う な気持 ち になる こ とがあ る 。自 分が 抉り出 さ れ、夏の ニヒリ ズ



ムはこ れ か、と 合 点する こ とがあ っ たので あ る。暑 熱 の孤独 の 中では 、視線は 否 応なく 自

分 に 、「 自 分 を 無 に す る こ と が 大 事 」 と 自 覚 し て い る 自 分 に 、 向 い て し ま う 。 夏 は 宗 教 の

季節で は ないか 、 と思う 。 世界の 大 宗教は ど れも暑 熱 の国に 生 まれた 。  

しかし ケ ノーシ ス や殺仏 殺 祖を 、深 遠な宗 教 的真理 で あると 考 えるの は 、や はり 間違い

ではな い かと思 う のだ 。そ のよう に 考える の は自己 で あって 、その自 己 は無に な ってい な

い 。 わ た し は 職 人 （ マ エ ス ト ロ ） と い う 人 種 が 好 き で あ る 。 家 の 近 く の 井 の 頭 公 園 に は 、

長崎の『 平和祈 念 像』の 作 者であ る 北村西 望 の彫刻 館 があり 、わたし は ときど き そこへ 行

って時 間 を潰す が 、展 示品 の中に 西 望の自 彫 像があ る 。そ れは 世に言 う インテ リ 面では な

く、つ ま り教養 と か品位 と いう、あ る意味 で は人間 に とって 大 切な外 皮 を取り 去 った、こ

れぞこ れ 職人と い う顔立 ち であっ た 。それ は ｢自 分 を 無 にする こ とが大 事 ｣な ど と いうこ と



を主張 し ている 自 分など に は、無縁 な人間 で あった 。いつか 見 たこと の あるミ ケ ランジ ェ

ロの自 彫 像も、西 望の自 彫 像と似 て いて、相 互に似 た 顔をし て おり、強 い印象 を もった こ

とがあ る 。それ ら はイン テ リ面で は ない。イ ンテリ 面 という の は、近 代 的自我 を 確実に も

って、そ の上に 教 養や品 位 を付け 加 えたも の だ。だ か ら近代 人 には、日 本のイ ン テリも 含

めて 、ケ ノーシ ス や殺仏 殺 祖の「自 分を無 に する 」と いうこ と の本意 は 、伝 えに くいの で

は な い か 。 ｢自 分 を 無 に す る ｣と 意 図 す る そ の 自 分 も 無 に す る と い う 消 息 が 、 で あ る 。「 自

分を無 に する」と いう自 分 を棄て き れない 。それが イ ンテリ と いうも の だ。そ し て盛夏 の

昼下が り 、ニヒリ ズムに 陥 ったり し ている。そんな「 自分」と は、マエ ストロ た ちは無 縁

の世界 で 生きて い るので あ る。  

昨夜テ レ ビで『 イ タリア 縦 断一二 〇 〇キロ 』という 番 組を見 て いて、つ くづく ロ ーマ時



代以降 の ヨーロ ッ パの歴 史 の重み に 打たれ た が、その 中にア ル ル（ アル ルはイ タ リアで は

ないが ）の、とあ る職人 の 多く住 む 横丁の こ とが紹 介 されて い た。その 中で 、ア ルル地 方

の特産 品 の一種 で ある刺 繍 の職人 (女 )のこ とが 放映さ れ ていた が 、その 女 性が、作 品は「 頭

で考え て 、手で作 るので は なくて、手で考 え るのよ」と言っ て いた。普 通、刺繍 の柄を 考

えたり 、手順を 考 えたり す るのは 頭 である 。手では な い。しか しその 女 職人は「 手で考 え

るのよ 」と言う 。これは そ の職人 の 実感で あ るだろ う 。自 我と か反省 、技法な ど にとら わ

れてい て は、その 反省が ど んなに 精 密なも の であっ て も、むし ろ精密 な もので あ ればあ る

ほ ど 、 職 人 芸 は 成 り 立 た な い の で あ る 。 片 々 た る イ ン テ リ の 書 く 本 な ど は 、 大 概 の 場 合 、

本物で は ない。ヨ ーロッ パ の伝統 的 建築物 や 彫刻、絵 画など を 見てい る と、つ く づくそ う

思う。 だ からこ そ 、かの ヨ ーロッ パ の歴史 の 重みも 積 み重な っ たのだ 。  



わたし が 尊敬す る 法隆寺 の 宮大工 、西岡常 一 棟梁も 、大工の 仕 事は、頭 でいく ら 憶えて

もだめ で 、手 で憶 えなけ れ ばなら な い、とい う意味 の ことを 言 ってい た が（ 一度 、書 いた

こ と が あ る ）、 こ れ も 同 じ こ と を 言 っ て い る の で あ ろ う 。 わ た し の 妻 は 、 編 物 は 楽 し い と

いう。わ たしは と いえば 、たとえ ば 編物の よ うな同 じ ことの 繰 り返し は 、すぐ に ニヒリ ズ

ムに陥 る 。実際 、同じこ と の繰り 返 しを省 く ことが 、近代自 我 による 機 械文明 を 発展さ せ

た。そ し て、そ の 機械文 明 の行く 先 はもう 見 えてい る のでは な いか。わ たしが 繰 り返し が

嫌いな の は、わた しには ま だ自分 へ の捉わ れ があり 、自分中 心 主義的 に 周囲を 見 るから で

あろう 。自分が 無 になっ て はいな い 。そ して それは 、ニヒリ ズ ムへの 道 でもあ る 。神 の子

キリス ト が説く ケ ノーシ ス の道で は ない。  

 



朝 起 き て 、 ま た 始 ま る 暑 熱 の 一 日 の こ と を 考 え る と ウ ン ザ リ す る 。「 こ れ が 人 生 か 。 よ

ろしい。もう一 度 」（ニ ーチ ェ）、とは とても 言 えない。そうい う 時は、ケ ノーシ ス の本 意

を考え た りする の である。本当は、身の回 り の日常 生 活を、率 直に、具 体的に、始める の

が大事 な のだと 思 うのだ が 。 ( 0 5 8 2 4 )  


